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１．７　音声端末の概要

最近は音声認識システムが一般のパソコンに組み込まれる例が見られるようになった。

しかし、認識精度のレベルは別にしても問題は要求される動作環境である。次節で取り上

げた 2 つのソフトウエアはいずれも、必要メモリ 32M バイト以上、空きハードディスク

容量 60Mバイト以上、インテル社製Pentiumプロセッサのクロック周波数 100～133MHz

を推奨している。しかし、デモンストレーションでは 200　MHzのパソコンを使用してい

たが、それでも変換はスムースではなかった。

Windows95華やかりし 2年前にパソコンを購入したユーザの内、必要メモリ 32Mバイ

トをクリアする機種を保有するユーザはかなり少ないであろうし、クロック周波数でもひ

っかかるであろう。

音声認識システムを必要とするのは、初心者ユーザ、障害者、或いは手術中の医師や物

流分野等ハンドフリーが要求される分野である。その人達に音声認識が定着するのは、最

低でも標準実装メモリが 64Mバイト、プロセッサ・クロック 300MHzが標準装備となる

頃のことではないかと思われる。

  いずれにしても、音声認識が益々インターフェイス手段として重要度を増して来るのは

確かであろう。MIT メディアラボのニコラス・ネグロポンテ教授が GII（Global

Information Infrastructure）ジュニアサミット’95での招待講演でも、コンピュータの小

型化に伴なってグラフィカルなインターフェイスではなく、言語で操作するようになるだ

ろうと予想している。言語以外では小さな機械とのインターアクションが出来ないとの見

解である。ネグロポンテ教授は最終的にはコンピュータは靴のかかとにセットされると予

想している。14)

一方、パソコン上でテキストを声で読み上げる音声合成機能を持ったソフトも数多く登

場している。音声合成も自然性を追求していくとまだまだ問題は多々あるが、商品化に際

しては一応機能的に問題が少ないので、音声認識よりも普及している。

１.７.１ 音声認識・合成ソフトウエアの実例

１）日本 IBM  VoiceType Dictation 3.0

VoiceType Dictation 3.0は話者も選ばず、学習機能により使うほど認識率が向上すると

いうふれ込みである。声によりプログラムを操作したり、日本語テキストの入力を行なう。

例えば「プログラムリスト」と発声すればリストが現れ、「プログラム名＋実行」と発声

すれば目的のプログラムが起動する。終了するときには「閉じる」と発声する。「印刷」

「ファイル」「編集」等のメニューも発声によって操作可能である。又、「私」「は」「駅」

「に」「行く」の様に言葉と言葉の間に間をとる離散的な読み上げ文章を、前後の文脈を

類推しながら漢字仮名混じり文に変換する。

論文の下書き等に使用しているユーザの感想では、認識性能は思ったよりも良い印象を

受けている。但し多少の練習が必要であり、ある程度大きい声でマイクに向って発声する

必要があり、静かな環境では周囲に迷惑をかけることになる。

  IBMは、更に離散的発声ではなく、自然な話し方の様な連続発声による入力を可能にし
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た音声認識ソフト ViaVoiceGold を発表しているが、ハード環境はプロセッサ・クロック

200MHz以上、ハードディスク容量 150Mバイト以上と一段と厳しくなっている。15)

２）NEC “しゃべっていいメール”

“しゃべっていいメール”も話者を選ばずに、音声で文章を入力すると自動的に漢字混

じりの文章に変換してくれたり、届いたメールを読み上げてくれる。又、音声でのパソコ

ン操作も可能である。

しかし、実際に試してみるとデモンストレータが気の毒なくらい変換待ち時間が長く、

誤変換が多い。言葉を切って話す等入力にコツがあるようで、慣れればもう少し良くはな

るのであろう。

文章の読み上げの方は文意も良く判かり問題は少ない。

３） 富士通 “おしゃべりメイト”

  “おしゃべりメイト”は文脈から構文を理解し、男性の声もしくは女性の声で自然なイ

ントネーションとアクセントで読んでくれる。

１.７.２ 音声認識の応用例

  音声認識は、パソコンだけでなく色々なマルチメディアの入力手段として活用されつつ

ある。ここでは特徴のある例を幾つか上げる。

１）超小型 PHS端末機

図 1－14にNTTが開発した超小型 PHS端末機を示す。音声認識によりダイヤルする機

能によって操作ボタンを減らして小型化を実現している。登録機能により「天気予報」と

発声すれば“177”、「会社」と発声すれば勤務先にダイヤルすることが出来る。図 1－14

のものはアンテナ、バッテリー、音声認識機能を親機に別に用意していた。これを基に平

成 9年 12月には一体化した世界最小・最軽量の図 1－15の様な実用機が完成している。

内蔵マイクとスピーカでの拡声通話及びイヤホンマイクを使っての通話が可能である。イ

ヤホンマイクは、空気中を伝わる音と発声者の頭の骨を伝わる骨導音との混合比を制御し

て工事現場の騒音下での通話を可能にしている。腕時計電話が現実のものになりつつある。

16)

図 1－14超小型 PHS端末試作機
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図 1－15その実用機とイヤホンマイク

２）音声キーシステム

（株）ユーシンと千葉工業大学の城戸教授他は、音声キーシステムを開発している。図

1－16 の様に、特徴パラメータであるタイムスペクトルパターンの抽出を個人的特徴が大

きい周波数帯域のみに限定し、処理量を大幅に減少している。発声時間・判定時間ともに

1秒で認識率は 93％、自動車の盗難防止や出入管理等に向け実用化を進めるという。音声

キーはネットワーク上での個人認証への応用等、将来的に大きな市場になる可能性がある。

図 1－16音声キーシステム

３）ゲーム機

家庭用ゲーム機にもコントローラの代わりに音声認識を使うものが現れた。

富士通の“南の島のフィンフィン”では、パソコン上で動物を飼う際の動物へのメッセ

ージ入力手段として使われている。又、任天堂は NINTENDO 64 対応のもので、ヘッド

ホンタイプの小型マイクに向って「走れ」「止れ」としゃべって画面のキャラクタを動か

したり、「かわいいね」「おはよう」等の認識も出来るゲームを 98 年秋に発売予定であ

るという。17)
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４）番組のリクエスト・検索

  NHK放送技術研究所では、音声認識を用いて番組のリクエストや検索を行なう図 1－17

の様なシステムを開発している。音声中から母音を利用してキーワードのみを検出するシ

ステムであり、自由な言回しで話し掛けることが出来る。18)

図 1－17番組のリクエスト・検索

その他、（株）アニモの“ボイスクリニック”の様に音声によりストレス度や性格を診

断するものも現われている。又、音声対話によるデータベース検索と応答等も研究されて

いる。19)

ただ、単純な音声認識は別として一般の人が日常的に使用する場合においては、学会レ

ベルでは音声認識はまだ十分に実用化に達していないという見解が強いことも確かである。

情報処理学会音声言語処理研究会での参加者（80名強）を対象にした「あなたは、なぜ、

これまで音声認識技術が期待するほど使われてこなかったと思いますか？選択肢の中に当

てはまると思うものがあれば、複数回答でお答え下さい」という質問に対する集計結果を

表 1－1に示す。20)

  その結果から「音声認識に関してはまだ基本性能が十分でなく、諸性能がまだ不足」と

の見解が示されている。100％の認識率が期待出来ない音声認識をいかに使いこなすか、

その利用法の研究が少ないことを指摘し、又、現段階では音声認識の応用分野は他に入力

手段がない場合、身体障害の場合、作業中に処理する場合、或いはカーナビゲーション等

の車載システムであることも指摘している。
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表 1－1音声認識技術が期待するほど使われてこなかった原因 アンケート調査

一方、最近は音声に重点をおいたマルチモダールインターフェイスが各社で研究され、

人間とコンピュータとの自由な対話形態の実現を目指している。

例えば図 1－18に示すのは日立中央研究所で開発されたマルチモダールウィンドウシス

テム（MMoWinS）である。音声とペンによるポインティングによってパソコンのウィン

ドウ操作を可能としている。情報統合部で音声とペンの入力情報を統合し、ユーザの操作

を解釈してコマンドに変換し、ウィンドウズマネージャに実行させる様なシステムである。

21)

図 1－18マルチモダールウィンドウシステム
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将来的には音声認識＋ジェスチュア、更には表情、視線等を用いたマンマシンインター

フェイスが盛んになっていくであろう。
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